
楊
縫
槙
『
琴
操
』

に
つ
い
て

要
　
　
木
　
　
純

　
「
元
代
後
期
の
詩
壇
に
、
最
も
影
響
有
る
的
の
詩
人
は
、
疑
い
無
く
是
れ
楊
維
槙
な
り
」

　
張
晶
氏
は
、
そ
の
著
『
遼
金
元
詩
歌
史
論
』
（
吉
林
教
育
出
版
社
　
一
九
九
五
）
の
第
三
編
　
元
代
詩
歌
、
第
十
二
章
　
元
代
後
期
詩

風
の
的
の
丞
変
、
第
二
節
「
鉄
崖
体
」
と
元
代
後
期
の
詩
風
と
を
論
ず
、
の
冒
頭
に
お
い
て
、
か
く
断
言
す
る
。
（
三
四
九
頁
）
続
け
て

次
の
如
く
い
う
。

　
　
か
れ

　
「
他
の
尉
創
す
る
所
の
的
の
詩
風
「
鉄
崖
体
」
は
、
元
未
明
初
の
的
の
詩
界
に
対
し
て
来
り
説
け
ば
、
疑
い
も
無
く
是
れ
群
山
畳
障
中

　
の
的
の
主
峰
な
り
。
元
代
中
期
従
り
後
期
に
到
る
ま
で
、
詩
歌
の
的
の
創
作
思
想
、
芸
術
形
式
、
審
美
観
念
は
都
べ
て
、
根
大
な
る
変

　
化
を
発
生
し
了
り
、
最
も
能
く
這
の
種
の
変
化
を
代
表
す
る
的
は
、
疑
い
も
無
き
地
に
又
是
れ
楊
維
槙
な
り
。
元
代
後
期
の
詩
風
を
了

　
解
せ
ん
と
要
す
れ
ば
、
是
れ
這
の
箇
の
詩
壇
の
『
重
鎮
』
を
回
避
す
る
に
法
無
き
的
な
り
」

　
更
に
、
同
書
三
五
六
頁
で
は
、
こ
の
「
鉄
崖
体
」
の
特
色
が
最
も
あ
ら
わ
れ
た
も
の
が
、
楊
維
槙
の
所
謂
「
古
楽
府
」
の
ジ
ャ
ン
ル
で

あ
る
と
い
う
。

　
「
最
も
能
く
「
鉄
崖
体
」
の
特
色
を
体
現
す
る
的
に
し
て
、
成
就
す
る
こ
と
最
も
高
き
的
は
、
疑
い
も
無
く
是
れ
他
の
的
の
「
古
楽
府
」

　
な
り
。
他
の
的
の
古
楽
府
詩
は
、
漢
魏
楽
府
以
て
杜
甫
、
李
白
、
李
賀
等
に
及
ぶ
ま
で
の
詩
人
の
的
の
長
処
を
融
匿
し
了
り
、
気
勢
は

　
雄
健
、
意
象
は
奇
特
、
人
に
給
す
る
に
峰
礫
不
凡
の
的
の
感
覚
を
以
て
す
。
語
式
上
に
在
り
て
は
、
大
大
に
延
祐
詩
の
的
の
甜
熟
平
穏

　
の
的
の
畦
径
を
突
破
し
了
り
、
造
語
す
る
こ
と
奇
特
雄
険
、
凡
俗
に
同
じ
か
ら
ず
、
人
に
給
す
る
に
石
破
れ
天
驚
く
の
感
を
以
て
す
」

　
そ
し
て
こ
の
「
古
楽
府
」
が
題
材
と
す
る
と
ζ
ろ
は
、

楊
維
槙
『
琴
操
』
に
つ
い
て



二

　
「
就
ち
往
往
に
し
て
凡
響
に
同
じ
か
ら
ず
、
一
些
の
歴
史
、
伝
説
中
の
人
物
と
事
件
と
を
纈
取
し
て
、
帯
び
て
恨
強
き
的
の
伝
奇
色
彩

　
有
り
、
借
り
て
以
て
拝
す
る
に
詩
人
の
胸
中
の
昂
蔵
不
平
の
意
緒
を
以
て
す
」

　
張
晶
氏
の
こ
れ
ら
の
叙
述
は
、
大
方
の
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
筆
者
も
、
元
代
後
期
の
文
学
史
を
講
ず
る
な
ら
ば
、
当
然
楊

維
槙
を
第
一
に
推
し
、
彼
の
古
楽
府
に
真
正
面
か
ら
立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
信
ず
る
。
し
か
し
、
実
際
に
そ
の
数
百
種
に
の
ぼ
る

古
楽
府
の
作
品
に
当
た
っ
て
み
る
と
、
そ
の
表
現
方
式
や
題
材
の
多
種
多
様
に
圧
倒
さ
れ
て
、
攻
め
あ
ぐ
ね
る
こ
と
も
こ
れ
を
久
し
く
し

て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
古
楽
府
を
、
い
く
つ
か
の
部
分
に
細
分
し
て
考
究
を
企
て
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
本
稿
も
、
楊
維
槙
の
文
集
の
騨
刀
頭
を
飾
り

な
が
ら
、
今
ま
で
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
「
琴
操
」
と
名
付
け
ら
れ
る
作
品
群
を
中
心
に
、
楊
維
槙
の
創
作
意
図
や
表
現
上
の

工
夫
に
迫
っ
て
み
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
｝
」
の
「
琴
操
」
は
、
楊
維
槙
の
「
古
楽
府
」
の
中
で
は
、
特
異
な
位
置
を
占
め
る
。
張
晶
氏
の
述
べ
る
「
古
楽
府
」
の
特

色
に
、
は
ず
れ
た
り
、
更
に
は
相
反
す
る
部
分
が
多
い
。
「
琴
操
」
は
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
っ
き
の
歌
詩
と
い
う
こ
と
で
は
、
確
か
に
「
楽
府
」

に
分
類
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
事
実
は
と
も
か
く
、
伝
説
上
は
、
文
王
、
武
王
、
孔
子
、
更
に
は
、
桑
舜
の
作
に
擬
せ
ら
れ
る
も
の
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
の
で
あ
っ
て
、
張
晶
氏
の
所
謂
「
漢
魏
楽
府
」
に
は
あ
た
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
我
々
が
一
般
に
「
楽
府
」
と
い
わ
れ
て
想

起
す
る
所
の
、
漢
魏
六
朝
の
傑
作
を
模
倣
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
張
晶
氏
は
、
杜
甫
、
李
白
、
李
賀
の
長
所
を
楊
維
槙
が
と
り
い

れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
今
日
の
文
学
史
や
後
世
の
評
論
が
一
致
し
て
認
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
楊
維
槙
の
「
琴
操
」
も

そ
の
気
味
が
あ
る
の
は
否
定
で
き
な
い
が
、
作
品
の
大
半
は
、
や
は
り
「
琴
操
」
の
ジ
ャ
ン
ル
を
復
興
し
た
と
い
え
る
韓
愈
の
作
風
を
、

模
倣
し
た
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
少
く
と
も
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
「
気
勢
勇
健
」
「
意
象
奇
特
」
「
腰
礫
不
凡
」
等
の
張
晶
氏
の
評
語
は
、
楊
維
槙
に
つ
い
て
、
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
用
語
が
「
奇
特
雄
険
」
「
凡
俗
に
同
じ
か
ら
ず
」
「
石
破
れ
天
驚
く
」
ご
と
き
仰
々
し
さ
、
奇
怪
さ
に
満
ち
て
い
る
こ
と
も
、
彼
の
作

品
を
一
読
し
た
誰
も
が
持
っ
印
象
で
は
あ
ろ
う
が
、
「
琴
操
」
は
、
用
語
の
多
く
は
平
易
で
、
理
解
し
や
す
い
部
類
に
属
し
、
過
激
と
飛

躍
を
避
け
た
温
雅
な
印
象
を
、
読
者
に
与
え
る
こ
と
が
多
い
。



　
そ
の
題
材
も
、
他
の
古
楽
府
作
品
と
同
様
、
「
凡
響
に
同
じ
か
ら
ず
」
、
「
歴
史
、
伝
説
中
の
人
物
と
事
件
と
」
に
取
る
が
（
そ
れ
で
も

そ
の
取
り
方
が
少
し
く
特
色
あ
る
こ
と
は
後
述
す
る
）
、
「
伝
奇
色
彩
」
は
む
し
ろ
乏
し
く
、
「
胸
中
の
昂
蔵
不
平
の
意
緒
」
は
「
掃
」
す

る
こ
と
は
「
掃
」
す
る
が
、
一
定
の
抑
制
が
働
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
「
琴
操
」
作
品
群
は
、
楊
維
槙
の
文
学
を
代
表
す
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
「
琴
操
」
の
一
、
「
精
衛

操
」
は
、
「
時
に
先
生
の
詞
に
和
す
る
者
は
数
十
家
」
と
、
門
人
呉
復
が
、
そ
の
編
す
る
所
の
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
（
以
下
し
ば
し
ば

『
古
楽
府
』
と
略
す
）
巻
の
一
で
、
こ
れ
を
収
め
た
後
に
注
記
し
て
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
他
の

「
古
楽
府
」
作
品
や
、
一
世
を
風
麟
し
た
「
西
湖
竹
枝
詞
」
等
の
流
行
と
比
べ
て
、
お
さ
お
さ
ひ
け
を
と
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
も

そ
も
、
呉
復
が
『
古
楽
府
』
の
冒
頭
に
「
琴
操
」
作
品
群
を
置
い
た
の
も
偶
然
で
は
な
く
、
そ
の
文
学
的
価
値
に
対
す
る
何
ら
か
の
評
価

が
加
わ
っ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
『
古
楽
府
』
の
、
呉
復
の
編
輯
に
係
る
部
分
は
、
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
十
の

末
に
、
楊
維
槙
の
撰
し
た
呉
復
の
墓
誌
銘
（
『
呉
君
見
心
墓
誌
銘
』
）
が
附
さ
れ
て
い
る
。

　
「
予
（
楊
維
槙
）
銭
唐
太
湖
の
問
に
、
寓
屠
す
る
に
及
ん
で
、
（
呉
復
は
）
遂
い
に
妻
子
を
舎
て
て
、
余
に
従
い
て
遊
び
、
古
文
歌
詩

　
を
学
ぶ
。
始
め
君
は
作
る
所
の
詩
を
持
ち
て
来
り
て
自
ら
李
り
、
同
列
の
詩
を
穣
し
と
し
て
、
屏
棄
す
る
こ
と
沸
涯
を
棄
つ
る
が
如
し
。

　
余
は
詩
を
覧
て
咲
い
て
日
く
、
「
子
は
季
唐
に
輩
た
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
伎
は
亦
た
至
っ
て
高
き
も
、
古
え
を
追
わ
ん
と
欲
す
れ
ば
、

　
必
ず
旧
語
を
焚
滅
す
べ
し
」
君
は
色
を
変
え
て
敢
え
て
言
わ
ず
。
楮
筆
を
取
り
て
余
が
『
琴
操
』
及
び
『
春
佼
詞
』
二
十
余
首
を
録
す
」

　
呉
復
が
、
楊
維
槙
か
ら
学
ぶ
べ
き
模
範
と
し
て
と
ら
え
た
、
僅
々
二
十
余
首
の
内
に
、
『
琴
操
』
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
吉
川

幸
次
郎
氏
の
『
元
明
詩
概
説
』
（
岩
波
書
店
　
一
九
六
三
）
も
、
『
精
衛
操
』
を
楊
維
槙
の
代
表
作
品
と
し
て
ま
ず
挙
げ
る
。
（
同
書
九
六
－

九
七
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
琴
操
」
作
品
群
は
、
楊
維
槙
の
文
学
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
決
し
て
無
視
で
き
な
い
意
義
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。

更
に
、
筆
者
は
、
他
の
「
古
楽
府
」
と
比
べ
て
、
い
わ
ば
ケ
レ
ン
味
の
乏
し
ど
」
れ
ら
の
作
品
を
考
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
現
技
巧

な
ど
の
表
面
的
印
象
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
楊
維
槙
文
学
の
本
質
に
迫
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
考
え
て
い
る
。

楊
維
槙
『
琴
操
』
に
つ
い
て

三



四

　
さ
て
、
こ
こ
で
、
文
学
史
上
の
「
琴
操
」
が
い
か
な
る
経
緯
を
た
ど
っ
て
、
楊
維
槙
に
摂
取
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
、
少
し
く
ふ
れ
て
み

た
い
。
　
　
　
1
　
　
　
．
，
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
．
．

　
「
琴
操
」
を
『
辞
源
』
（
修
訂
本
　
商
務
印
書
館
　
一
九
八
八
一
、
で
引
く
と
、
ま
ず
θ
琴
曲
名
と
し
て
、
劉
向
の
－
『
別
録
』
を
引
用
す

る
！
（
一
一
一
九
頁
）

　
「
劉
向
の
『
別
録
』
に
日
く
、
君
子
は
雅
琴
の
適
に
因
り
て
、
故
に
従
容
と
し
て
以
て
思
い
を
致
す
焉
。
其
の
道
閉
塞
し
て
悲
愁
、
而

　
し
て
作
者
其
の
曲
を
名
づ
け
て
操
と
日
う
、
言
う
こ
こ
ろ
は
災
害
に
遇
い
て
其
の
操
を
失
わ
ざ
る
也
」
　
　
　
　
　
　
　
、
‘

　
こ
れ
は
、
琴
曲
一
般
を
指
す
「
琴
操
」
で
あ
っ
て
狭
義
に
は
、
琴
曲
の
中
の
「
十
二
操
」
を
意
味
す
る
。
本
稿
で
は
、
多
く
狭
義
を
用

い
る
で
あ
ろ
う
。
『
辞
源
』
に
お
け
る
「
琴
操
」
の
今
一
っ
の
項
は
、
漢
、
察
筥
の
作
と
い
う
書
物
名
と
し
て
で
あ
る
。

　
「
◎
旧
題
漢
察
筥
撰
。
各
種
琴
曲
の
作
者
及
び
縁
由
を
叙
ぶ
。
上
下
両
巻
に
分
つ
。
上
巻
は
歌
詩
五
、
操
十
二
、
引
九
を
収
め
、
下
巻

　
は
雑
歌
二
十
一
章
を
収
む
」

　
こ
の
書
に
っ
い
て
は
、
『
陪
書
経
籍
志
』
等
に
よ
り
て
察
筥
の
作
で
は
な
く
、
晋
の
孔
術
の
作
と
見
傲
す
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
本
稿

で
は
歴
史
上
の
『
琴
操
』
が
問
題
な
の
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
も
楊
維
槙
及
び
そ
の
周
辺
の
人
々
が
信
じ
た
『
琴
操
』
像
が
重
要
で
あ

る
の
で
、
旧
題
ど
お
り
に
察
筥
の
著
作
に
係
る
者
と
し
た
い
。
そ
の
『
琴
操
』
巻
上
の
序
首
に
一
叢
書
集
成
所
収
馬
端
辰
校
の
『
琴
操
』

本
に
よ
る
）
、

　
「
古
琴
曲
に
歌
詩
五
曲
有
り
。
…
…
又
一
十
二
操
有
り
。
…
…
又
九
引
有
り
。
…
：
又
河
問
雑
歌
二
十
一
章
有
り
」

と
あ
る
の
が
、
先
述
し
た
狭
義
の
「
琴
操
」
す
な
わ
ち
「
十
二
操
」
で
あ
る
。

　
琴
曲
と
し
て
の
「
琴
操
」
、
書
物
と
し
て
の
『
琴
操
』
が
、
楊
維
槙
の
『
琴
操
』
の
基
盤
に
あ
る
こ
と
は
、
言
を
待
た
な
い
が
、
「
琴
操
」

を
詩
人
の
作
る
に
値
す
る
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
し
た
、
先
述
の
韓
愈
の
『
琴
操
』
十
首
の
連
作
の
影
響
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
（
銭
伸
聯
『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釈
』
中
華
書
局
　
一
九
六
四
　
巻
十
一
所
収
一
「
琴
操
」
十
首
に
つ
い
て
は
、
制
作
動
機
や
成
立
時
期

に
っ
い
て
、
古
来
議
論
が
か
ま
び
す
し
い
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
重
要
で
は
な
い
。
楊
維
槙
も
、
韓
愈
の
『
琴
操
』
に
直
接
、
間
接
の
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
後
に
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。



　
こ
れ
ら
の
先
行
の
文
献
が
な
く
て
は
、
楊
維
槙
の
『
琴
操
』
は
成
立
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
な
形
で
み
た

か
は
、
σ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
。
博
覧
強
識
の
彼
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
単
行
本
の
『
琴
操
』
を
目
踏
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
韓
愈
の
詩
文

に
も
目
を
通
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
網
羅
し
て
収
め
、
座
右
に
あ
っ
て
便
利
な
書
と
し
て
、
当
時
復
刻
さ
れ

た
『
楽
府
詩
集
』
を
用
い
た
形
跡
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
は
、
本
稿
で
次
第
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

楊
維
槙
『
琴
操
』
の
底
本
と
し
て
、
本
稿
は
四
部
叢
刊
本
の
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
所
収
の
も
の
を
用
い
た
。
誤
字
の
多
い
テ
ク
ス
ト

で
あ
る
が
、
成
立
事
情
や
典
故
に
つ
い
て
、
門
人
等
の
評
注
が
附
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
本
稿
の
論
議
に
都
合
が
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
必

要
に
応
じ
て
、
郷
志
方
氏
点
校
の
『
楊
維
槙
詩
集
』
（
断
江
古
籍
出
版
社
　
一
九
九
四
）
を
参
照
し
た
。

　
か
く
底
本
を
定
め
て
も
、
楊
維
槙
の
『
琴
操
』
が
本
来
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
か
、
不
明
の
部
分
が
多
い
。
第
一
の
謎
は
、
『
琴
操
』

の
連
作
が
、
『
古
楽
府
』
本
の
二
箇
所
に
、
異
同
を
含
み
っ
っ
、
お
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
門
人
呉
復
の
編
輯
に
係
る

巻
一
に
七
首
収
め
ら
れ
、
そ
れ
と
重
複
す
る
四
首
を
含
む
十
一
首
が
、
呉
復
の
死
後
、
や
は
り
門
人
章
碗
に
よ
っ
て
編
せ
ら
れ
た
巻
十
一
、

も
と
『
復
古
詩
集
』
と
し
て
別
の
本
で
あ
っ
た
の
が
合
刊
さ
れ
た
部
分
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。
単
に
編
集
の
杜
撰
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
と
に
、
『
四
庫
全
書
』
の
『
復
古
詩
集
』
の
提
要
が
、
『
復
古
詩
集
』
に
は
、

琴
操
に
限
ら
ず
、
呉
復
『
古
楽
府
』
本
と
重
複
す
る
作
品
が
数
十
首
あ
り
、
字
句
の
異
同
も
梢
や
有
る
こ
と
を
指
摘
し
、

　
「
蓋
し
呉
復
の
『
鉄
崖
楽
府
』
を
編
す
る
は
、
至
正
六
年
に
在
り
、
碗
の
此
の
集
（
す
な
わ
ち
『
復
古
詩
集
』
）
を
編
す
る
は
、
至
正

　
二
十
四
年
に
在
ケ
、
相
い
距
た
る
こ
と
幾
ん
ど
二
十
載
な
り
。
殆
ら
く
、
維
槙
は
旧
稿
に
於
い
て
又
改
定
す
る
所
有
り
、
故
に
碗
は
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
だ

　
り
て
而
し
て
之
を
録
す
。
此
は
当
に
其
の
定
本
に
従
う
べ
し
、
当
に
其
の
初
稿
に
泥
わ
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
夷
」

と
、
楊
維
槙
が
旧
稿
を
改
定
し
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

　
し
か
し
、
筆
者
は
肌
の
考
え
を
有
す
る
。
こ
の
異
同
は
、
『
琴
操
』
の
成
立
事
情
に
関
わ
っ
て
く
る
。
以
下
、
こ
の
謎
を
解
き
な
が
ら

論
を
展
開
し
た
い
。
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
、
　
　
、
，
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

楊
維
槙
『
琴
操
』
に
つ
い
て

五



／、

　
ま
ず
『
古
楽
府
』
巻
十
一
、
す
な
わ
ち
『
復
古
詩
集
』
の
巻
一
に
収
め
ら
れ
た
、
楊
維
槙
に
よ
る
『
琴
操
序
』
を
以
下
の
論
に
関
係
が

深
い
の
で
、
全
文
を
引
く
。

　
「
「
琴
操
」
は
退
之
の
独
歩
為
り
、
子
厚
は
敢
え
て
作
ら
ず
、
遂
い
に
「
鏡
歌
」
を
作
る
。
古
え
の
文
人
の
、
相
い
服
し
て
而
し
て
相

　
い
忌
ま
ざ
る
者
は
、
此
く
の
如
し
。
後
の
詩
人
は
、
動
や
も
す
れ
ば
「
琴
操
」
を
以
て
自
ら
高
し
と
す
。
蛮
郎
の
華
語
を
学
ぶ
を
罷
め

　
て
、
華
に
し
て
華
な
ら
ず
、
蛮
に
し
て
蛮
な
ら
ず
、
人
を
し
て
郡
し
む
可
き
有
ら
令
む
る
者
の
如
し
。
余
は
、
永
嘉
の
李
季
和
と
、
呉

　
下
に
在
り
て
、
古
今
の
人
の
詩
を
論
ず
。
季
和
酒
酎
わ
に
し
て
、
退
之
の
『
美
里
操
』
を
歌
う
。
酒
を
挙
げ
て
余
に
属
し
て
日
く
「
楊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
つ

　
廉
夫
は
堀
強
な
り
。
漢
魏
の
人
の
古
楽
府
を
作
る
。
亦
た
能
く
昌
黎
伯
の
琴
操
を
作
る
乎
」
余
は
其
の
挑
む
に
激
し
て
、
亟
や
か
に
領

　
け
て
日
く
「
請
う
題
せ
よ
」
と
。
季
和
遂
い
に
『
精
衛
』
而
下
凡
そ
九
題
を
命
ず
。
余
は
明
日
賦
し
畢
る
。
又
明
日
に
復
た
退
之
の

　
『
履
霜
』
『
残
形
』
二
操
を
補
う
。
季
和
は
之
を
読
み
て
几
を
拍
く
こ
と
三
た
び
、
叫
ん
で
日
く
「
楊
廉
夫
は
鉄
竜
の
精
也
。
人
之
に
和

　
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
誰
か
敢
え
て
せ
ん
。
誰
か
敢
え
て
せ
ん
。
至
正
辛
巳
（
元
年
、
二
二
四
一
）
秋
九
月
会
乱
（
稽
）
の
楊
維
槙
録
し

　
て
以
て
序
を
為
す
」

　
そ
し
て
、
こ
の
序
文
の
い
う
と
お
り
、
そ
の
次
に
『
精
霜
操
』
か
ら
『
展
雇
操
』
の
九
首
と
『
履
霜
操
』
『
残
形
操
』
の
二
首
と
の
計

十
一
首
が
確
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
こ
ら
ち
の
「
琴
操
」
の
方
が
原
形
で
あ
る
、
と
筆
者
は
い
っ
て
も
よ
い
よ
う
に
思

う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
四
庫
提
要
』
の
説
と
は
逆
に
、
呉
復
編
の
原
『
古
楽
府
』
よ
り
二
十
年
ほ
ど
遅
れ
て
成
立
し
た
章
碗
編
の

『
復
古
詩
集
』
に
所
収
の
『
琴
操
』
の
方
が
、
原
形
を
と
ど
め
た
も
の
で
あ
り
、
呉
復
編
の
『
古
楽
府
』
所
収
の
テ
ク
ス
ト
は
、
何
ら
か

の
改
変
が
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
厳
然
と
し
て
呉
復
編
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
以
上
、
章
碗

か
後
人
が
、
序
及
び
作
晶
に
手
を
入
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
ず
、
そ
も
そ
も
楊
維
槙
が
っ
じ
っ
ま
合
わ
せ
の
た
め
に
、
「
旧
稿
に
於
い

て
又
改
定
す
る
所
有
」
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
呉
復
編
の
テ
キ
ス
ト
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
ち
ら
は
七
首
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
呉
復
は
、
最
後
第
七
首
の
『
箕

山
操
』
の
後
に
注
記
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
先
生
は
『
琴
操
』
を
擬
す
る
こ
と
凡
そ
十
首
。
『
介
山
』
『
泪
羅
』
『
崩
城
』
『
曹
蛾
弄
操
』
有
る
も
皆
逸
す
。
『
箕
山
』
一
操
は
又
先



　
生
の
永
嘉
の
李
季
和
に
和
す
る
の
作
也
」

　
「
凡
そ
十
首
」
と
い
う
の
に
合
っ
た
解
釈
は
こ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
『
箕
山
操
』
以
外
の
『
履
霜
操
』
『
別
鵠
操
』

『
薙
朝
飛
』
『
精
蒔
操
』
『
石
婦
操
』
『
湘
霊
操
』
の
現
存
六
首
と
『
介
山
』
『
泪
羅
』
『
崩
城
』
『
曹
蛾
弄
操
』
の
逸
し
た
四
首
の
計
十
首
が

楊
維
槙
の
も
と
も
と
の
連
作
で
あ
っ
て
、
こ
れ
以
外
に
李
季
和
（
名
は
孝
光
）
に
和
し
た
『
箕
山
』
詩
が
一
首
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。　

今
、
察
筥
『
琴
操
』
の
い
う
『
十
二
操
』
、
韓
愈
の
『
琴
操
十
首
』
、
呉
復
編
の
楊
維
槙
『
琴
操
』
、
章
碗
編
の
楊
維
槙
『
琴
操
』
の
関

係
を
ま
と
め
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

O
『
十
二
操
』
将
帰
操
・
狩
蘭
操
・
亀
山
操
・
越
裳
操
・
拘
幽
操
・
岐
山
操
・
履
霜
操
・
雑
朝
飛
操
・
別
鶴
操
・
残
形
操
・
水
仙
操
・
懐

陵
操○

韓
愈
『
琴
操
十
首
』
将
帰
操
・
狩
蘭
操
。
亀
山
操
・
越
裳
操
・
拘
幽
操
・
岐
山
操
・
履
霜
操
・
薙
朝
飛
操
・
別
鵠
操
・
残
形
操

○
呉
復
編
楊
維
槙
『
琴
操
』
履
霜
操
・
別
鵠
操
・
薙
朝
飛
・
精
宥
操
・
石
婦
操
・
湘
霊
操
・
介
山
（
逸
）
・
氾
羅
一
逸
）
・
崩
城
（
逸
）
・

曹
蛾
弄
操
（
逸
）

　
十
　
箕
山
操

○
章
碗
編
楊
維
槙
『
琴
操
』
精
衛
操
・
石
婦
操
・
箕
山
操
・
漢
水
操
・
介
山
操
・
崩
城
操
・
前
施
操
・
桑
中
操
・
展
凄
操
・
履
霜
操
・
残

形
操

　
呉
復
編
で
逸
と
さ
れ
た
四
首
の
う
ち
、
「
介
山
」
「
崩
城
」
は
、
章
碗
編
に
お
い
て
は
復
活
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
呉
復
編
、
章
碗

編
で
共
通
の
名
目
の
も
の
は
、
「
精
衛
操
」
「
石
婦
操
」
「
介
山
操
」
「
崩
城
操
」
「
履
霜
操
」
の
五
首
で
あ
る
。
呉
復
編
で
は
、
そ
れ
に

「
別
鵠
操
」
「
薙
朝
飛
」
「
湘
霊
操
」
と
逸
詩
の
「
泪
羅
」
「
曹
蛾
弄
操
」
を
加
え
て
、
詐
十
首
、
更
に
附
録
と
し
て
「
箕
山
操
」
一
首
。
章

碗
編
で
は
、
呉
復
編
で
附
録
で
あ
っ
た
「
箕
山
操
」
を
正
編
と
し
て
数
え
、
更
に
「
漢
水
操
」
「
前
族
操
」
「
桑
中
操
」
「
展
房
操
」
「
残
形

操
」
五
首
を
加
え
て
、
計
十
一
首
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
構
成
の
ち
が
い
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
が
も
と
の
形
な
の
か
。
そ
し
て
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
ち
が
い
が
生
じ
た
の

　
　
楊
縫
槙
『
琴
操
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



八

か
。　

こ
こ
か
ら
は
、
臆
測
を
た
く
ま
し
く
す
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
原
『
古
楽
府
』
と
『
復
古
詩
集
』
の
年
代
の
先
後
に
か

か
わ
ら
ず
、
原
『
古
楽
府
』
の
『
琴
操
』
が
不
完
全
な
資
料
と
記
憶
の
ま
ま
に
編
輯
成
立
し
た
後
に
、
原
資
料
が
発
見
さ
れ
て
、
『
復
古

詩
集
』
に
お
い
て
完
壁
な
形
で
あ
ら
わ
れ
た
と
考
え
た
い
。
楊
維
槙
自
身
や
呉
復
、
後
人
の
手
に
よ
っ
て
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た

と
考
え
る
の
は
、
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
『
復
古
詩
集
』
は
、
誤
脱
は
勿
論
、
っ
じ
っ
ま
の
合
わ
な
い
点
が
多
す
ぎ
る
。
周
到
な

用
意
で
、
細
部
ま
で
程
造
。
改
纂
が
行
わ
れ
た
と
は
ど
う
に
も
考
え
ら
れ
な
い
。

　
呉
復
の
墓
誌
銘
に
よ
れ
ば
、
楊
維
槙
の
『
琴
操
』
及
び
『
春
佼
詞
』
二
十
余
首
を
自
ら
録
し
た
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
呉
復
の
い
う

『
琴
操
』
の
構
成
が
信
じ
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
こ
ま
で
熱
心
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
『
琴
操
』
詩
の
う
ち
四
首
が
逸
す
る
と
は
信
じ
ら
れ

な
い
。
呉
復
の
信
実
は
疑
う
必
要
は
あ
る
ま
い
。
呉
復
が
見
た
楊
維
槙
の
手
元
に
た
ま
た
ま
あ
っ
た
資
料
が
既
に
不
完
全
で
あ
っ
た
の
で

あ
り
、
楊
維
槙
が
呉
復
に
伝
え
た
『
琴
操
』
な
る
も
の
は
、
先
の
楊
維
槙
が
『
琴
操
序
』
で
述
べ
た
李
孝
光
の
挑
発
か
ら
生
ま
れ
た
元
々

の
『
琴
操
』
十
一
首
で
は
な
く
て
、
そ
れ
と
は
別
に
そ
の
時
点
の
観
点
か
ら
自
已
の
傑
作
を
十
首
ま
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な

い
と
、
李
孝
先
と
の
唱
和
が
あ
り
、
『
琴
操
』
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
『
箕
山
操
』
を
、
呉
復
が
附
録
に
回
し

た
こ
と
が
説
明
で
き
な
い
。
（
も
っ
と
も
、
楊
維
槙
の
『
琴
操
序
』
や
『
復
古
詩
集
』
編
輯
の
信
懸
性
を
疑
う
な
ら
ば
、
こ
の
か
ぎ
り
で

は
な
い
一

　
か
く
、
筆
者
は
、
編
集
と
し
て
は
後
発
の
、
『
復
古
詩
集
』
の
『
琴
操
』
を
本
来
の
姿
で
あ
る
と
信
じ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
仮
説
を

補
強
す
る
た
め
に
も
、
楊
維
槙
の
『
琴
操
』
一
更
に
は
古
楽
府
全
般
の
作
品
）
が
、
ど
の
よ
う
な
背
景
で
制
作
さ
れ
た
か
を
次
に
論
じ
た

い
。

　
楊
維
槙
の
古
楽
府
作
品
の
成
立
に
は
、
李
孝
光
と
の
交
流
が
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
。
章
碗
の
『
輯
鉄
雅
先
生
復
古
詩
集
序
』
に
い
う
。

　
「
我
が
朝
の
詩
体
は
備
わ
れ
り
ム
矢
。
惟
だ
古
楽
府
の
み
則
ち
置
き
て
而
し
で
為
ら
れ
ず
。
天
暦
，
（
二
二
二
八
、
九
）
以
来
、
会
稽
の
楊

　
先
生
は
、
五
峯
李
先
生
と
始
め
て
相
い
唱
和
し
、
古
楽
府
の
辞
を
為
る
。
先
生
は
嘗
て
日
く
、
「
詩
は
難
し
。
楽
府
は
尤
も
難
し
と
為



　
す
。
特
だ
に
声
の
金
石
に
藷
う
の
み
に
非
ず
、
勧
む
可
く
戒
む
可
く
人
を
し
て
懲
創
感
発
せ
使
む
る
者
有
り
焉
。
善
く
余
に
和
す
る
者

　
は
、
惟
だ
李
季
和
の
み
。
季
和
死
し
て
和
す
る
者
は
寡
し
ム
矢
。
且
く
呉
復
に
命
じ
て
季
和
死
す
る
の
後
凡
そ
若
干
首
を
録
し
、
其
の
墳

　
に
至
り
て
焚
き
て
之
を
白
さ
し
む
」
と
。
則
ち
世
の
先
生
の
詩
を
知
る
者
は
蓋
し
紗
し
棄
」

　
李
孝
光
の
み
を
知
音
と
し
て
、
楊
維
槙
は
創
作
に
は
げ
ん
だ
と
い
う
。
『
琴
操
』
が
『
琴
操
序
』
に
い
う
よ
う
に
至
正
辛
巳
一
元
年

二
二
四
一
）
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
十
年
以
上
前
の
天
暦
年
問
か
ら
の
、
二
人
の
交
流
で
あ
っ
た
。
李
孝
光
の
事
跡
に
っ

い
て
は
、
今
簡
約
な
も
の
と
し
て
『
新
元
史
』
一
何
紹
志
著
　
中
国
書
店
影
印
　
一
九
八
八
）
を
引
く
。

　
「
李
孝
光
、
字
は
季
和
。
温
州
楽
正
の
人
。
少
き
と
き
雁
蕩
山
五
峰
の
下
に
居
る
。
四
方
の
士
は
遠
く
来
り
て
学
を
受
け
、
名
誉
日
々

　
に
聞
こ
ゆ
。
泰
不
華
は
以
て
之
に
師
事
す
。
至
正
七
年
（
二
二
四
七
）
詔
り
し
て
隠
士
を
徴
す
。
秘
書
監
著
作
郎
を
以
て
召
す
。
完
者

　
図
、
執
礼
姶
瑛
、
董
立
と
同
に
詔
り
に
応
じ
、
京
師
に
赴
き
、
帝
に
宣
文
閣
に
見
え
、
孝
経
図
説
を
進
む
。
帝
大
い
に
説
び
、
上
尊
を

　
賜
う
。
明
年
文
林
郎
秘
書
監
丞
に
升
り
、
官
に
卒
す
。
年
五
士
二
。
孝
光
は
文
章
を
以
て
名
を
当
世
に
負
う
。
其
の
文
は
、
法
を
古
人

　
に
取
り
、
先
秦
両
漢
の
語
に
非
ざ
れ
ば
、
以
て
辞
を
措
か
ず
。
文
集
二
十
巻
有
り
」

　
彼
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
あ
る
こ
と
、
孫
小
力
氏
の
『
楊
維
槙
年
譜
』
（
復
旦
大
学
出
版
社
　
一
九
九
七
）
に
詳
し
い
。
（
二

九
頁
）

　
今
、
楊
維
槙
の
『
琴
操
』
に
関
す
る
限
り
で
、
考
察
す
る
。
筆
者
は
、
や
は
り
『
琴
操
序
』
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
経
緯
で
『
琴
操
』

が
生
ま
れ
た
と
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。
『
復
古
詩
集
』
の
『
箕
山
操
』
の
後
に
も
、
「
（
章
）
碗
日
く
、
（
李
）
季
和
此
の
辞
に
和
し
て
日
く
」

と
し
て
、
「
箕
山
の
陽
号
其
の
木
蓼
蓼
た
り
」
で
は
じ
ま
る
李
孝
光
の
相
和
し
た
作
品
を
附
載
し
、
『
残
形
操
』
の
後
、
す
な
わ
ち
、
『
琴

操
』
が
収
め
ら
れ
た
『
古
楽
府
』
巻
十
二
、
『
復
古
詩
集
』
巻
一
の
巻
末
に
も
次
の
よ
う
な
こ
と
ば
を
載
せ
る
。

　
「
李
季
和
は
書
も
て
先
生
（
楊
維
槙
）
に
復
し
て
云
う
。
夜
に
九
操
の
辞
及
び
退
之
を
補
う
の
辞
を
読
め
ば
、
皆
精
惇
に
し
て
古
雅
。

　
退
之
を
し
て
土
下
に
聞
く
有
ら
使
め
ば
、
亦
た
之
を
懸
し
と
せ
ん
。
鉄
雅
の
辞
行
わ
る
れ
ば
、
退
之
は
千
古
独
歩
と
称
す
る
を
得
ず
。

　
倭
に
非
ず
、
侯
に
非
ず
」

　
こ
こ
ま
で
、
首
尾
．
一
貫
し
て
お
れ
ば
『
琴
操
』
の
成
立
事
情
と
構
成
に
疑
い
を
い
れ
る
べ
く
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
呉
復
の
説
．

楊
維
槙
『
琴
操
』
に
つ
い
て

九



一
〇

は
ち
が
う
。
『
古
楽
府
』
巻
一
で
は
、
『
琴
操
』
は
、
李
孝
光
の
挑
発
に
対
し
て
創
作
し
た
の
で
は
な
く
し
て
、
楊
維
槙
の
自
発
に
出
づ
る

か
の
ご
と
き
印
象
を
与
え
る
。
李
光
孝
と
の
交
遊
を
記
念
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
『
箕
山
操
』
を
『
琴
操
』
十
首
か
ら
除
外
し
て
、
「
又

先
生
の
永
嘉
李
季
和
に
和
す
る
の
作
也
」
と
例
外
的
な
扱
い
を
し
、
李
孝
光
の
申
箕
山
操
』
を
附
載
す
る
こ
と
は
附
載
す
る
が
、

　
「
世
は
両
操
一
楊
維
槙
の
『
箕
山
操
』
と
李
光
孝
の
『
箕
山
操
』
）
は
乃
ち
敵
手
の
棋
と
称
す
る
也
。
而
し
て
先
生
の
詞
は
娩
と
為
す

　
と
云
う
」

と
い
う
よ
う
に
、
李
孝
光
を
全
面
的
に
は
称
讃
し
な
い
。

　
は
た
し
て
、
『
箕
山
操
』
は
呉
復
の
い
う
と
お
り
、
李
孝
光
に
和
し
た
作
品
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
孫
小
力
氏
は
、
『
楊
維
槙
年
譜
』
の
至

正
元
年
（
二
二
四
一
）
九
月
の
項
の
按
語
で
、
呉
復
と
章
碗
と
の
間
の
注
記
の
矛
盾
に
っ
い
て
「
呉
本
は
至
正
初
年
に
編
注
す
れ
ば
、
較

や
信
ず
可
し
と
為
す
」
と
だ
け
述
べ
て
、
呉
復
に
軍
配
を
あ
げ
る
。
し
か
し
、
『
箕
山
操
』
は
、
天
台
の
人
頼
良
が
編
集
し
楊
維
槙
が
評

点
を
加
え
た
『
大
雅
集
』
（
至
正
二
十
一
年
二
二
六
一
の
楊
維
槙
の
序
あ
り
。
『
元
人
選
元
詩
』
大
通
書
局
一
九
七
三
所
収
）
に
収
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
「
李
孝
先
」
と
名
を
誤
る
も
の
の
「
字
は
季
和
。
号
は
五
峯
。
永
嘉
の
人
」
と
い
う
注
記
が
施
さ
れ
て
、

「
箕
山
操
　
鉄
崖
先
生
の
首
唱
に
和
す
」
と
い
う
題
に
な
っ
て
い
て
、
巻
一
の
冒
頭
を
飾
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
楊
維
槙
の
評
。

　
「
善
く
琴
操
を
作
り
て
然
る
後
に
能
く
古
楽
府
を
作
る
。
余
が
操
に
和
す
る
者
は
、
李
季
和
最
と
為
す
。
其
の
次
は
夏
大
志
也
」

　
そ
し
て
「
鉄
崖
先
生
の
首
唱
を
附
す
」
と
述
べ
て
、
自
作
の
「
箕
山
操
」
を
引
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
傍
証
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
呉
復
の
説
は
ほ
ぼ
あ
や
ま
り
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

章
碗
編
『
復
古
詩
集
』
の
『
琴
操
』
の
テ
キ
ス
ト
が
本
来
の
形
で
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
で
は
呉
復
編
原
『
古
楽
府
』
の
そ
れ
は
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
は
、
こ
の
時
期
の
李
孝
光
の
文
学
上
の
活
動
に
着
目
し
て
、
一
つ
の
解
答
を
示
し
た
い
。

　
張
雨
に
よ
る
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
叙
』
に
も

　
「
今
代
善
く
呉
才
老
の
韻
書
を
用
い
て
、
古
語
を
以
て
之
を
駕
御
す
る
者
は
、
李
季
和
、
楊
廉
夫
は
遂
に
作
者
と
称
す
」



と
讃
え
、

　
「
東
南
士
林
の
語
に
日
く
、
前
に
虞
（
集
）
、
萢
（
梓
）
有
り
、
後
に
李
（
孝
光
）
、
楊
有
り
」

と
、
江
南
で
評
判
の
高
い
李
孝
光
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
作
品
は
か
な
り
の
部
分
を
逸
し
た
ら
し
く
、
こ
と
に
古
楽
府
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、

『
箕
山
操
』
以
外
、
摩
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
精
力
的
に
古
楽
府
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
妨
沸
と
さ
せ
る
文
章
が
残
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
『
楽
府
詩
集
序
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
四
部
叢
刊
本
『
楽
府
詩
集
』
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
欠
字
や
読
み
に
く
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。
一
方
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
の
李
孝
光
の
別
集
『
五
峯
集
』
の
巻
一
の
冒
頭
に
も
お
さ
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
全
文
欠

け
る
所
が
な
い
。
今
『
四
庫
全
書
』
本
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
郭
茂
情
に
よ
っ
て
宋
代
に
編
ま
れ
た
『
楽
府
詩
集
』
は
元
代
に
な
っ

て
亡
び
か
け
た
ら
し
い
。

　
「
歳
久
し
く
し
て
将
に
伝
わ
ら
ざ
ら
ん
と
す
。
監
察
御
史
の
済
南
彰
叔
儀
の
父
は
其
の
書
を
得
て
、
手
ず
か
ら
自
ら
校
讐
し
、
其
の
線

　
調
を
正
す
。
是
こ
に
及
び
て
更
に
繕
本
を
呉
越
の
問
に
購
求
し
、
重
ね
て
為
に
之
を
校
す
。
文
学
童
万
元
を
し
て
諸
を
学
官
に
刻
せ
し

　
む
。
日
く
、
「
世
の
学
士
を
し
て
、
皆
業
を
受
く
る
を
得
し
め
ん
焉
。
上
は
且
に
礼
楽
を
興
さ
ん
と
す
。
此
は
之
が
兆
と
為
す
に
足
ら

　
ん
」
と
。
孝
光
に
属
し
て
之
に
序
せ
し
む
」

　
か
く
し
て
『
楽
府
詩
集
』
は
復
刻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
楽
府
詩
集
』
の
テ
キ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て
は
っ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
。
金
開

誠
、
葛
兆
光
の
『
歴
代
詩
文
要
籍
評
解
』
一
北
京
出
版
社
　
一
九
八
八
）
の
『
楽
府
詩
集
』
の
項
の
記
述
を
借
り
る
。
一
五
四
頁
）

　
「
『
楽
府
詩
集
』
は
、
宋
、
元
、
明
の
三
代
に
在
り
て
都
べ
て
刻
本
有
り
、
但
し
只
だ
明
末
毛
晋
の
汲
古
閣
本
の
み
有
り
て
比
較
し
て

　
常
に
見
る
。
汲
古
閣
本
は
是
れ
宋
、
元
本
を
用
い
て
底
本
と
為
し
て
刻
す
る
的
、
但
し
一
篇
の
周
慧
孫
の
序
を
収
む
る
こ
と
失
し
了
り

　
ぬ
、
解
放
前
の
『
四
部
叢
刊
』
は
、
就
ち
是
れ
汲
古
閣
本
を
用
い
て
影
印
し
、
並
び
に
周
序
を
補
上
し
了
り
ぬ
。
解
放
後
、
文
学
古
籍

　
刊
行
社
は
曽
て
宋
本
を
影
印
し
了
り
ぬ
。
一
九
七
九
年
、
中
華
書
局
は
、
校
点
排
印
本
『
楽
府
詩
集
』
四
冊
を
出
版
し
了
り
、
並
び
に

　
列
し
て
『
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
』
の
一
と
為
す
。
這
の
箇
の
本
子
は
文
学
古
籍
刊
行
社
影
宋
本
を
以
て
底
本
と
為
し
、
汲
古
閣
本

　
を
参
考
し
了
り
、
並
び
に
大
量
の
也
校
を
作
し
了
り
、
原
書
の
少
な
か
ら
ざ
る
錯
詑
脱
術
を
糾
正
し
了
り
、
書
後
は
還
お
詩
名
人
名
索

　
引
を
附
し
、
以
て
是
れ
現
在
最
も
好
き
的
の
本
子
と
説
く
可
し
。
官
の
的
の
鉄
点
は
是
れ
校
改
す
る
時
、
往
往
に
し
て
後
出
し
た
る
的

楊
維
槙
『
琴
操
』
に
つ
い
て



二

　
の
『
全
唐
詩
』
等
に
根
拠
し
て
、
比
較
し
て
武
断
、
郭
茂
借
の
見
る
所
の
的
の
古
本
、
更
に
原
作
に
接
近
す
る
的
の
可
能
性
に
考
慮
有

　
る
没
き
こ
と
な
り
」

　
『
文
学
古
籍
刊
行
社
影
宋
本
』
は
、
実
は
、
宋
刊
本
の
欠
け
た
所
を
元
刊
本
や
抄
本
で
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
李
孝
光
ら
が

目
暗
し
得
た
テ
キ
ス
ト
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
今
の
所
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
今
、
『
歴
代
詩
文
要
籍
詳
解
』
の
評
価
に
従
っ
て
、

『
楽
府
詩
集
』
の
本
文
は
、
中
華
書
局
排
印
本
を
し
ば
ら
く
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
そ
の
『
楽
府
詩
集
』
の
李
孝
光
の
序
の
末
に
は
、
「
至
元
六
年
十
一
月
乙
巳
」
す
な
わ
ち
二
二
四
〇
年
の
年
号
が
附
さ
れ
て
い

る
。
（
『
四
部
叢
刊
』
本
『
楽
府
詩
集
』
の
李
光
孝
序
で
は
「
至
元
六
年
十
二
月
□
□
日
」
一
ま
た
、
『
四
部
叢
刊
』
本
に
補
わ
れ
た
周
慧
孫

の
序
に
は
「
至
正
初
元
菊
月
朔
」
す
な
わ
ち
二
二
四
一
年
の
年
号
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
年
号
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
李

孝
先
が
、
楊
維
槙
を
挑
発
し
て
『
琴
操
』
を
作
ら
せ
た
の
も
至
正
元
年
　
二
二
四
一
年
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
両
事
件
に
は
、
当
然
何
ら
か
の
関
係
を
想
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
筆
者
の
仮
説
を
あ
ら
か
じ
め
こ
こ
に
し
る
し
た
い
と
思
う
。

　
万
巻
を
読
破
し
た
楊
維
槙
で
あ
る
か
ら
、
或
い
は
当
時
稀
観
本
で
あ
っ
た
『
楽
府
詩
集
』
の
宋
刊
本
な
り
抄
本
な
り
を
寓
目
し
た
こ
と

は
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
格
的
に
は
研
究
を
し
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
李
孝
光
の
周
辺
で
、
古
楽
府
研

究
の
気
運
が
高
ま
っ
て
、
『
楽
府
詩
集
』
の
復
刻
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
或
い
は
楊
維
槙
の
堕
言
等
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
確
言

は
出
来
な
い
。
李
孝
光
か
ら
入
手
し
た
『
楽
府
詩
集
』
を
手
元
に
お
い
て
、
古
楽
府
の
本
格
的
な
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
に
い
う
研
究
と
は
、
単
に
読
解
し
て
古
人
の
心
を
知
る
と
い
う
よ
う
な
受
動
的
な
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
創
作

の
た
め
の
研
究
で
あ
る
。
学
び
っ
つ
作
り
、
作
り
っ
つ
学
ぶ
よ
う
な
研
究
で
あ
る
。

　
李
孝
光
か
ら
、
挑
ま
れ
る
形
で
『
琴
操
』
を
も
の
し
た
の
も
、
こ
の
研
究
の
一
環
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
一
応
は
『
復
古
詩
集
』
に
収

め
ら
れ
た
『
琴
操
十
一
首
』
の
形
で
定
着
し
た
が
、
そ
れ
で
お
し
ま
い
に
せ
ず
に
、
そ
の
後
も
弟
子
や
友
人
と
研
鐙
を
深
め
て
い
っ
た
。

新
作
に
挑
ん
だ
り
、
弟
子
に
注
釈
を
っ
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
琴
操
』
の
本
質
の
ご
と
き
も
の
を
自
ら
も
っ
か
み
、
人
に
も
っ
か

ま
せ
る
べ
く
努
力
し
た
。
呉
復
の
編
に
か
か
る
『
琴
操
』
は
、
そ
の
発
展
途
上
の
姿
で
は
な
い
か
。
そ
の
過
程
で
は
、
韓
愈
の
『
琴
操
十

首
』
に
な
ら
っ
て
十
首
の
連
作
に
挑
戦
し
た
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
『
十
二
操
』
に
因
ん
で
十
二
首
の
連
作
を
も
目
指
し



た
か
も
知
れ
な
い
。
か
く
の
ご
と
く
混
乱
し
て
澤
沌
た
る
状
態
で
あ
り
な
が
ら
も
、
何
事
か
を
目
指
し
た
努
力
の
軌
跡
を
現
『
古
楽
府
』

の
テ
キ
ス
ト
に
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
楊
維
槙
の
『
琴
操
』
に
対
す
る
、
呉
復
や
章
碗
の
注
は
、
諸
書
を
引
い
て
、
博
引
傍
証
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
『
楽
府

詩
集
』
か
ら
の
孫
引
の
部
分
が
多
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
『
十
二
操
』
と
同
題
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
楊
維
槙
自
身
の
筆
に
か
か
る
引
序
の
部
分
を
含
め
て
、
『
楽
府
詩
集
』
巻
五
十
七
か

ら
五
十
九
に
収
め
ら
れ
る
琴
曲
歌
辞
中
の
該
当
の
楽
府
題
に
対
す
る
記
述
を
ほ
ぼ
襲
う
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
『
雑
朝
飛
』
の
引
に
は
、

「
『
琴
操
』
に
薙
朝
飛
操
有
り
。
多
く
は
牧
憤
子
の
作
を
指
す
」
と
い
う
が
、
何
の
知
識
も
な
く
て
は
こ
の
注
が
何
を
い
っ
て
い
る
の
か
わ

か
り
に
く
い
。
『
楽
府
詩
集
』
の
巻
五
十
七
の
『
薙
朝
飛
操
』
の
楽
府
題
に
対
す
る
説
明
を
読
み
、
『
雑
朝
飛
操
』
と
し
て
お
さ
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
O

楽
府
七
首
に
目
を
通
さ
な
け
れ
ば
、
「
多
く
は
牧
憤
子
の
作
を
指
す
」
と
い
う
実
感
は
わ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
楊
雄
の
記
す
る

所
に
拠
れ
ば
則
ち
日
く
」
と
し
て
引
く
所
の
衛
女
の
話
は
、
『
楽
府
詩
集
』
に
楊
雄
の
「
『
琴
清
英
』
に
日
く
」
と
し
て
引
く
故
事
を
殆
ん

ど
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
韓
愈
の
『
琴
操
十
首
』
は
強
く
意
識
し
て
い
て
、
『
古
楽
府
』
巻
一
の
方
の
『
履
霜
操
』

の
引
の
「
ヂ
吉
甫
の
子
の
伯
奇
は
後
母
の
為
に
讃
せ
ら
れ
て
而
し
て
逐
わ
る
。
自
ら
傷
み
て
而
し
て
作
る
也
」
は
、
『
楽
府
詩
集
』
が

「
琴
操
日
く
」
と
し
て
引
く
も
の
を
要
約
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
韓
愈
の
『
履
霜
操
』
の
序
を
そ
の
ま
ま
引
き
う
つ
し
た
も
の
で
あ
る
。

原
典
の
『
琴
操
』
の
『
履
霜
操
』
の
説
明
は
、
更
に
長
く
、
楊
維
槙
の
脳
裏
に
は
あ
っ
て
も
利
用
を
欲
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
『
楽
府
詩
集
』
に
依
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
よ
り
顕
著
で
あ
る
の
は
、
『
十
二
操
』
で
は
な
い
が
、
琴
曲
歌
辞
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

外
の
楽
府
題
を
用
い
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
書
物
と
し
て
の
『
琴
操
』
を
殆
ん
ど
意
識
し
な
い
。
例
え
ば
『
崩
城

操
』
。
章
碗
は
「
按
ず
る
に
、
崔
豹
云
う
」
。
「
杷
梁
妻
は
、
杷
殖
の
妻
の
妹
朝
日
の
作
る
所
也
。
…
…
」
と
注
す
る
。
こ
れ
は
、
琴
曲
で

は
な
い
が
、
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
十
三
の
「
雑
曲
歌
辞
十
三
」
に
収
め
ら
れ
た
『
杷
梁
妻
』
の
注
「
崔
豹
の
『
古
今
注
』
に
日
く
「
杷
梁

妻
な
る
者
は
杷
殖
の
妻
の
妹
朝
日
の
作
る
所
也
…
…
」
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
襲
う
。
『
楽
府
詩
集
』
は
更
に
『
琴
操
』
を
引
い
て
、
「
杷
梁
妻

　
　
　
　
　
　
し

嘆
は
斉
の
杷
梁
損
に
、
其
の
妻
の
作
る
所
也
」
と
い
う
が
、
『
琴
操
』
の
述
べ
る
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
杷
梁
の
妻
が
作
っ
た
と

い
う
こ
の
説
を
、
章
碗
は
無
視
す
る
。
現
行
の
『
琴
操
』
本
の
下
巻
に
は
、
確
か
に
『
芭
梁
妻
歌
』
を
『
河
間
雑
歌
』
の
一
と
し
て
収
め

楊
維
槙
『
琴
操
』
に
つ
い
て

一
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

る
が
、
章
碗
は
ひ
も
と
い
て
調
べ
る
労
を
欲
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
楊
維
槙
及
び
そ
の
周
囲
の
弟
子
達
が
、
諸
書
よ
り
も
ま
ず
『
楽
府
詩

集
』
に
あ
た
っ
て
、
古
楽
府
を
考
究
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
し
の
ば
れ
る
。

　
や
や
不
思
議
な
の
は
、
呉
復
編
に
か
か
る
『
湘
霊
操
』
で
あ
る
。
そ
の
引
で
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
『
博
物
志
』
、
舜
は
陵
方
し
て
蒼
梧
に
死
す
。
二
妃
は
江
湘
の
間
に
死
す
。
俗
に
之
を
湘
君
と
い
う
。
湘
の
妾
ら
に
黄
陵
廟
有
り
。
事

　
は
経
な
ら
ず
と
難
も
、
而
し
て
『
楚
詞
』
は
『
九
歌
』
に
於
い
て
、
湘
君
、
湘
夫
人
の
辞
有
り
。
余
も
亦
た
補
い
て
琴
操
に
入
る
と
云

　
う
」

　
楊
維
槙
は
新
題
の
つ
も
り
の
よ
う
で
あ
る
が
、
『
楽
府
詩
集
』
巻
五
十
七
「
琴
曲
歌
辞
こ
に
『
湘
妃
』
と
し
て
、
二
妃
の
故
事
は
載
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
博
物
志
」
を
引
か
ず
し
て
、
『
山
海
経
』
『
列
女
伝
』
『
湘
中
記
』
等
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
も
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
呉
復
編
の
『
琴
操
』
が
、
発
展
途
上
の
段
階
に
あ
る
も
の
で
、
試
行
錯
誤
に
満
ち
た
習
作
的
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
以
上
、
テ
キ
ス
ト
と
『
楽
府
詩
集
』
復
刻
の
問
題
に
か
ら
め
つ
つ
、
楊
維
槙
『
琴
操
』
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
仮
説
を
述
べ
た
。
次
に
、

学
び
つ
つ
作
り
、
作
り
つ
つ
学
ぶ
楊
維
槙
が
、
『
琴
操
』
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
何
を
目
指
し
た
の
か
考

え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
そ
の
構
成
を
み
よ
う
。
筆
者
が
指
摘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
こ
と
は
、
韓
愈
の
「
琴
操
十
首
」
の
中
で
、
楊
維
槙
は
ま

ず
「
履
霜
操
」
「
残
形
操
」
を
選
び
、
更
に
一
筆
者
の
説
で
は
）
「
別
鵠
操
」
「
薙
軌
飛
一
操
一
」
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
の
他
六

首
の
「
琴
操
」
に
及
ば
な
か
っ
た
の
か
で
あ
る
。
思
う
に
、
楊
維
槙
に
除
外
さ
れ
た
う
ち
の
「
将
帰
操
」
「
狩
蘭
操
」
「
亀
山
操
」
は
、

『
琴
操
』
及
び
『
楽
府
詩
集
』
に
よ
れ
ば
、
孔
子
の
作
で
あ
り
、
「
越
裳
操
」
は
周
公
の
作
、
「
拘
幽
操
」
は
文
王
の
作
、
岐
山
操
は
周
大

王
の
作
で
あ
っ
て
、
み
な
聖
人
の
作
、
も
し
く
は
聖
人
を
詠
ん
だ
作
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
雑
朝
飛
操
」
は
牧
憤
子
或
い
は
衛
女

偉
母
の
作
、
「
別
鵠
操
」
は
商
陵
穆
子
の
作
、
「
履
霜
操
」
は
ヂ
吉
甫
の
子
伯
奇
の
作
、
「
残
形
操
」
は
曽
子
の
作
で
は
あ
る
が
、
夢
で
み

た
狸
を
詠
っ
た
も
の
で
、
高
貴
な
人
の
作
を
含
み
は
す
る
も
の
の
、
題
材
は
至
っ
て
庶
民
的
で
あ
る
。
少
く
と
も
聖
人
君
子
を
詠
わ
な
い
。



聖
人
に
対
し
て
恐
れ
多
い
と
い
う
気
持
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
り
は
本
来
は
、
民
衆
の
歌
で
あ
っ
た
楽
府
に
ふ
さ
わ
し
い
題
を
選

ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
李
孝
光
の
『
楽
府
詩
集
序
』
に
い
う
。

　
「
太
原
の
郭
茂
情
の
輯
む
る
所
の
楽
府
詩
百
巻
は
上
は
桑
舜
の
時
の
歌
謡
を
釆
り
、
下
は
唐
に
迄
る
。
而
し
て
次
を
置
く
こ
と
漢
の
郊

　
祀
よ
り
起
こ
す
。
茂
情
は
因
り
て
以
て
四
詩
の
続
と
為
さ
ん
と
欲
す
る
耳
。
郊
祀
は
類
の
若
く
、
鏡
歌
、
鼓
吹
は
雅
の
若
く
、
琴
曲
、

　
雑
詩
は
国
風
の
若
し
。
其
の
漢
よ
り
始
ま
る
を
以
て
、
故
に
題
し
て
楽
府
詩
と
云
う
」

　
琴
曲
を
詩
経
の
国
風
に
比
す
べ
き
も
の
と
み
な
す
。
国
風
は
、
雅
や
類
の
宮
中
歌
曲
と
ち
が
っ
て
、
何
と
い
っ
て
も
、
民
衆
の
歌
で
あ

る
。
聖
人
の
こ
と
を
う
た
う
に
し
て
も
、
民
衆
の
立
場
か
ら
歌
う
。
ど
う
も
、
李
孝
光
や
楊
維
槙
は
、
琴
曲
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
ふ

さ
わ
し
い
ジ
ャ
ン
ル
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
。

　
「
民
衆
の
歌
」
と
い
っ
て
も
、
民
衆
が
こ
の
世
の
真
実
を
自
力
で
語
り
出
す
の
を
、
楊
維
槙
は
ま
っ
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
楽
府
、

す
な
わ
ち
散
曲
に
対
し
て
は
、
存
在
意
義
を
認
め
な
が
ら
も
、
評
価
は
低
い
。
（
『
東
維
子
集
』
巻
十
一
『
沈
氏
今
楽
府
序
』
一
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
『
楽
府
詩
集
』
な
ど
の
書
物
に
な
づ
た
古
典
を
学
び
な
が
ら
、
こ
の
世
に
潜
在
す
る
真
実
を
掘
り
起
こ
し
、
い
に
し
え
の
民

な
ら
ば
そ
う
し
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な
表
現
を
す
る
こ
と
を
彼
は
め
ざ
し
た
。
『
精
衛
操
』
を
見
よ
う
。

　
「
水
は
海
に
在
り
、
石
は
山
に
在
り
、
海
水
は
縮
ま
ら
ず
石
は
刊
せ
ら
れ
ず
。
石
を
衛
ん
で
海
に
向
い
て
安
ず
、
口
血
は
離
離
と
し
て

　
海
と
同
に
乾
か
ん
」

　
こ
の
詩
は
、
末
句
の
鮮
烈
な
描
写
に
よ
っ
て
世
に
も
て
は
や
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
楊
縫
槙
の
主
眼
は
、
む
し
ろ
、
「
水
は
海
に
在
り

石
は
山
に
在
る
」
に
あ
る
。
古
来
ず
っ
と
あ
り
続
け
る
こ
の
世
の
真
実
、
そ
れ
に
無
駄
で
あ
る
と
知
り
っ
っ
抵
抗
し
続
け
る
人
間
の
営
為

を
も
お
の
れ
の
う
ち
に
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
真
実
に
、
自
ら
気
付
き
、
人
に
も
気
付
け
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
石
婦
操
』
の
引
、
呉
復
め

編
に
か
か
る
方
を
引
く
。

　
「
石
婦
は
即
ち
望
夫
石
也
。
在
処
に
之
有
り
。
詩
人
は
其
の
志
を
悲
し
む
こ
と
精
衛
と
同
じ
。
必
ず
し
も
其
の
主
の
名
を
問
わ
ざ
る
也
」

　
出
征
し
た
夫
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
う
ち
に
石
に
化
し
た
妻
、
そ
の
格
好
を
し
た
石
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
各
。
そ
れ
は
特
定
の
個

楊
維
槙
『
琴
操
』
に
つ
い
て

一
五



一
六

人
の
運
命
で
は
な
い
。
無
名
の
膨
大
な
数
の
民
衆
が
抱
く
悲
し
み
で
あ
っ
た
。
古
来
か
ら
の
民
衆
の
集
団
無
意
識
の
ご
と
き
も
の
が
凝
り

固
ま
っ
て
石
と
な
り
、
そ
し
て
今
歌
と
な
る
の
だ
。

　
『
精
衛
操
』
や
『
石
婦
操
』
の
よ
う
な
新
題
の
楽
府
は
、
隠
さ
れ
た
真
実
を
、
楊
維
槙
の
側
か
ら
見
付
け
に
い
く
気
味
を
帯
び
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
旧
来
の
楽
府
題
下
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
の
真
実
を
見
誤
っ
た
点
を
修
正
せ
ん
と
す
る
に
重

点
が
お
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
批
評
性
が
あ
る
。
特
に
『
薙
朝
飛
』
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
、
牧
憤
子
の
作
と
せ
ら
れ
て
い
た

の
を
、
楊
雄
の
『
琴
清
英
』
に
拠
っ
て
、
衛
女
偉
母
の
作
と
し
た
。
『
楽
府
詩
集
』
所
引
の
崔
豹
『
古
今
注
』
に
い
う
よ
う
に
五
十
に
し

て
妻
の
な
い
牧
憤
子
（
『
楽
府
詩
集
』
で
は
憤
沐
子
）
が
薙
の
雄
雌
が
相
い
随
い
て
飛
ぶ
の
を
見
て
、
意
動
き
心
悲
し
ん
だ
際
の
歌
と
し

て
、
従
来
こ
の
楽
府
題
の
下
に
作
品
が
っ
く
ら
れ
た
。
韓
愈
の
『
琴
操
十
首
』
の
う
ち
の
そ
れ
も
同
様
で
あ
る
。
（
末
句
「
身
を
生
み
て

七
十
年
、
一
っ
の
妾
と
妃
と
無
し
」
。
）
そ
れ
に
対
し
て
楊
維
槙
は
、
衛
侯
の
女
が
、
斉
太
子
に
嫁
い
だ
が
中
道
で
太
子
が
死
ん
だ
。
喪
が

畢
わ
っ
た
後
、
女
は
自
死
し
た
。
偉
母
が
、
女
の
自
ら
操
る
所
の
琴
を
、
家
上
に
於
い
て
之
を
鼓
す
と
、
忽
ち
二
薙
が
倶
に
墓
中
よ
り
出

で
た
と
い
う
、
『
琴
清
英
』
の
故
事
を
正
当
と
し
た
。
楊
維
槙
は
そ
の
引
に
お
い
て
い
う
。

　
「
予
は
牧
憤
の
歎
を
以
て
、
衛
女
の
死
を
善
く
し
世
教
に
関
わ
る
有
る
に
如
か
ず
と
す
る
也
。
故
に
賦
し
て
以
て
旧
楽
府
の
挟
を
補
う

　
と
云
」

　
こ
こ
に
、
『
薙
朝
飛
』
は
本
来
の
姿
を
取
り
戻
し
た
の
で
あ
る
。
埋
も
れ
て
い
た
真
実
が
復
活
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
『
崩
域
操
』
。
こ
れ
も
き
わ
め
て
批
評
的
な
作
品
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
こ
の
詩
は
『
楽
府
詩
集
』
の
『
杷
梁
妻
』
に

し
た
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
引
用
す
る
『
琴
操
』
に
よ
ら
ず
し
て
、
『
古
今
注
』
に
よ
っ
て
、
杷
殖
の
妻
の
妹
朝
日
の
作
る
所
と
章
碗
は

注
す
。
楊
維
槙
も
そ
う
考
え
た
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ど
も
『
古
今
注
』
の
「
殖
戦
死
し
、
妻
突
し
て
杷
都
城
頽
る
、
遂
に
溜
水
に
投
じ
て
死

す
」
と
い
う
故
事
に
注
文
を
っ
け
て
い
る
。
杷
都
城
が
崩
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
長
城
の
工
事
に
徴
せ
ら
れ
て
死
ん
だ
夫
を
悲
し
ん
で
、

殖
の
妻
が
号
泣
し
、
長
城
が
崩
れ
て
夫
の
死
体
が
出
て
来
た
と
い
う
事
件
を
も
と
に
し
て
出
来
た
の
が
、
「
杷
梁
妻
」
の
本
来
で
あ
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
判
断
し
た
の
は
考
証
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
『
楽
府
詩
集
』
に
「
杷
梁
妻
」
の
題
の
下
に
な
ら
べ
ら
れ
た
、
宋

の
呉
遼
遠
の
「
杷
都
城
」
説
に
則
っ
て
作
っ
た
詩
と
、
唐
の
僧
貫
休
が
「
長
城
」
説
に
与
し
て
作
っ
た
詩
と
を
比
べ
る
と
、
僧
貫
休
の
詩



の
方
が
文
学
的
成
就
が
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
宋
碗
の
注
に
い
う
。

　
「
僧
の
貫
休
は
始
め
て
長
城
を
築
く
の
義
を
以
て
辞
を
作
る
。
其
の
辞
は
亦
た
精
惇
。
宋
の
呉
蓬
遠
の
輩
は
及
ぶ
能
わ
ざ
る
也
。
先
生

　
一
楊
維
槙
）
は
是
の
義
を
用
い
て
崩
城
操
を
補
う
」

　
現
代
の
我
々
の
考
証
的
学
問
の
仕
方
と
は
ち
が
う
が
、
学
び
っ
っ
作
り
、
作
り
っ
つ
学
ぶ
、
実
作
者
と
し
て
の
楊
維
槙
の
面
目
躍
如
た

る
と
こ
ろ
で
あ
－
る
。
ま
た
恐
ら
く
は
、
「
孟
姜
女
突
倒
長
城
」
の
民
間
故
事
に
っ
な
が
る
よ
う
な
、
目
に
見
え
ぬ
大
き
な
流
れ
に
、
理
性

を
越
え
た
精
神
的
感
応
を
覚
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
ま
た
通
常
の
学
問
の
範
騎
に
入
ら
な
い
、
楊
維
槙
な
り
の
学
問
で
あ
る
。

　
民
衆
の
歌
で
あ
る
「
楽
府
」
ま
た
「
琴
操
」
を
、
過
去
の
作
品
を
享
受
す
る
だ
け
で
な
く
、
研
究
し
た
上
で
、
更
に
実
作
に
励
む
楊
維

槙
は
、
ま
さ
に
真
実
を
求
め
る
求
道
者
の
お
も
む
き
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
真
実
を
、
『
琴
操
』
の
形
式
に
よ
っ
て
、
明
ら

か
に
し
い
人
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
の
作
品
に
は
、
多
種
多
様
の
感
情
が
盛
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
な

り
に
ま
と
め
る
と
、
ま
っ
す
ぐ
で
ま
じ
り
け
の
な
ー
い
志
が
、
古
代
か
ら
こ
の
世
の
底
に
流
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
と
い
う
気
迫
が
、

全
て
の
作
品
の
背
後
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
海
を
石
で
埋
め
よ
う
と
し
っ
づ
け
る
『
精
衛
操
』
の
精
衛
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
夫
を
待
ち
っ
づ
け
て
石
と
化
し
た
『
石
婦
操
』
の
石
婦

が
そ
う
で
あ
っ
た
。
『
崩
城
操
』
で
も
、
杷
梁
の
妻
が
十
日
巽
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
長
城
は
裂
け
、
夫
の
白
骨
が
あ
ら
わ
れ
い
で
る
。

そ
し
て
、
「
骨
を
抱
い
て
心
肚
に
着
く
れ
ば
、
白
骨
は
人
語
を
作
す
」
。
楊
維
槙
ら
し
い
怪
奇
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
こ
の
句
の
小
字

注
に
「
精
霊
の
感
ぜ
し
む
る
は
、
是
の
処
に
推
極
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
死
体
を
し
て
か
た
ら
し
め
る
ほ
ど
の
杷
梁
の
妻
の
ひ
た
す
ら
な

る
志
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
古
人
の
ま
っ
す
ぐ
な
志
を
、
楊
維
槙
は
琴
操
に
お
い
て
何
よ
り
も
詠
み
た
か
っ
た
。
う
ら
み
、
な
げ
き
、
不
安
と
い
っ
た

よ
う
な
感
情
が
そ
こ
に
ま
じ
っ
て
、
そ
の
志
の
か
が
や
き
が
か
げ
る
こ
と
を
彼
は
望
ま
な
か
っ
た
。
章
碗
編
の
『
履
霜
操
』
の
序
の
部
分

に
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か

　
「
本
詞
（
『
十
二
操
』
）
に
日
く
、
「
朝
に
霜
を
履
み
て
分
農
寒
を
採
る
。
考
は
其
の
心
を
明
ら
ず
し
て
骨
護
言
を
信
ず
。
何
ぞ
皇
天
に

楊
維
槙
『
琴
操
』
に
つ
い
て

一
七



一
八

　
つ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が

　
事
あ
り
て
号
斯
の
葱
め
に
遭
う
。
痛
没
（
？
）
同
じ
か
ら
ず
辱
恩
に
偏
る
有
り
。
誰
か
説
き
顧
み
て
一
原
文
碩
に
作
る
。
今
改
め
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
号
此
の
冤
を
知
ら
ん
」
と
。
使
し
是
の
辞
果
し
て
伯
奇
に
出
づ
る
な
ら
ば
、
則
ち
伯
奇
は
舜
に
希
む
を
得
ず
ム
矢
。
退
之
の
辞
も
亦
た
未

　
だ
至
ら
ず
。
今
為
に
之
を
補
し
て
日
く
、

　
　
霜
は
鮮
鮮
と
し
て
今
草
は
菱
菱
。
児
は
罪
有
り
て
今
児
は
野
田
に
宿
す
。
荷
の
葉
を
衣
て
辱
葉
は
穿
ち
易
し
。
梓
花
を
採
り
て
以
て

　
食
い
て
号
食
は
咽
を
下
ら
ず
。
吾
が
父
を
天
と
す
分
天
胡
ぞ
偏
る
有
ら
ん
。
我
は
父
に
順
わ
ざ
る
も
骨
父
は
寧
ぞ
児
を
憐
れ
ま
ざ
る
。

　
農
霜
を
履
み
て
号
吾
が
天
を
泣
く
」

　
原
『
十
二
操
』
中
の
『
履
霜
操
』
の
詞
は
、
舜
の
よ
う
に
父
に
に
く
ま
れ
て
も
父
に
孝
行
を
尽
く
す
と
い
う
太
古
の
美
徳
を
そ
な
え
ず

し
て
、
父
の
護
言
を
信
ず
る
愚
か
さ
を
嘆
き
、
我
が
身
に
ふ
り
か
か
る
不
公
平
な
運
命
を
な
げ
く
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
不
平
に
満
ち
て

い
る
。
こ
れ
は
、
楊
維
槙
に
が
ま
ん
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
父
は
き
っ
と
公
平
で
あ
り
、
あ
わ
れ
ん
で
く
れ
る
は
ず
だ
と
信
じ
る
一

途
さ
を
、
常
人
の
人
情
に
背
く
こ
と
甚
し
い
け
れ
ど
も
、
伯
奇
に
に
な
わ
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
韓
愈
の
『
履
霜
操
』
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

　
「
父
よ
号
児
は
寒
し
、
母
よ
分
児
は
飢
う
。
児
は
罪
あ
ら
ば
当
に
筈
う
つ
べ
し
。
児
を
逐
い
て
何
を
か
為
さ
ん
。
児
は
中
野
に
在
り
て
、

　
以
て
宿
し
以
て
処
る
。
四
も
に
人
の
声
無
し
、
誰
か
児
と
語
ら
ん
。
児
は
寒
き
も
何
を
か
衣
ん
、
児
は
飢
う
る
も
何
を
か
食
わ
ん
。
児

　
野
を
行
く
に
、
霜
を
履
む
に
足
を
以
て
す
。
母
は
衆
児
を
生
み
、
母
の
之
を
憐
れ
む
有
り
。
独
り
母
の
憐
れ
む
無
し
、
児
寧
ぞ
悲
し
ま

ざ
ら
ん
」

　
ま
ま
母
に
憐
れ
み
を
請
う
点
は
原
詞
よ
り
も
う
ら
み
が
少
い
と
い
え
よ
う
が
、
最
後
二
句
は
、
や
は
り
う
ら
み
が
ま
し
い
気
持
で
終
わ
っ

て
お
り
、
楊
維
槙
に
と
っ
て
は
「
未
だ
至
ら
ず
」
な
の
で
あ
っ
た
。

　
章
碗
編
『
履
霜
操
』
に
は
、
太
史
、
す
な
わ
ち
黄
潜
の
評
が
附
さ
れ
て
い
る
。
「
此
の
辞
に
し
て
始
め
て
凱
風
と
相
並
ぶ
」
。
こ
の
評
語

は
、
呉
復
編
の
『
履
霜
操
』
に
対
す
る
注
に
よ
っ
て
、
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
更
に
は
っ
き
り
す
る
。

　
「
先
生
の
此
の
詞
は
、
凱
風
の
「
母
氏
は
聖
善
、
我
は
令
き
人
無
し
」
、
美
里
操
の
「
臣
の
罪
は
課
に
当
り
、
天
王
は
聖
明
な
り
」
と

　
同
一
の
意
也
」



　
相
手
の
非
を
責
め
ず
し
て
自
ら
を
責
め
る
潔
さ
、
い
か
に
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
て
も
、
父
母
天
子
へ
の
敬
意
を
失
わ
な
い
け
な
げ
さ
こ
そ
、

楊
維
槙
た
ち
が
、
「
琴
操
」
に
お
い
て
表
現
せ
ん
と
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
美
里
操
』
は
、
す
な
わ
ち
韓
愈
の
『
琴
操
十
首
』
の
う
ち

の
『
拘
幽
操
』
で
あ
る
。
文
王
美
里
の
作
で
あ
る
か
ら
か
く
い
う
。
楊
維
槙
が
『
琴
操
』
の
制
作
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
李

孝
光
と
の
会
談
に
お
い
て
、
李
孝
光
が
酒
た
け
な
わ
に
し
て
歌
っ
た
の
が
こ
の
韓
愈
の
『
美
里
操
』
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。

　
楊
維
槙
の
『
介
山
操
』
は
、
『
楽
府
詩
集
』
の
い
わ
ゆ
る
『
士
失
志
操
』
一
別
名
『
龍
蛇
歌
』
）
を
も
と
に
し
て
い
る
。
『
士
失
志
操
』
は
、

介
子
推
が
亡
命
中
の
晋
文
公
を
た
す
け
た
が
、
晋
文
公
が
帰
国
す
る
に
及
び
、
他
の
臣
下
は
恩
賞
に
あ
ず
か
っ
た
の
に
、
介
子
推
の
み
得

る
所
が
無
か
っ
た
と
い
う
う
ら
み
を
介
子
推
が
う
た
っ
た
も
の
。
晋
文
公
を
龍
に
、
恩
賞
に
あ
ず
か
っ
た
臣
下
達
を
四
蛇
に
、
そ
し
て
介

子
推
自
身
を
一
蛇
に
た
と
え
る
。
章
碗
は
『
介
山
操
』
に
注
を
つ
け
て
い
う
。

　
「
先
生
は
其
（
『
龍
蛇
歌
』
）
の
辞
の
憾
み
有
る
を
嫌
う
。
為
に
豚
の
辞
を
演
じ
て
、
介
山
の
君
子
の
旨
に
庶
か
ら
ん
と
す
る
也
」

こ
れ
ま
た
、
ひ
が
み
に
似
た
う
ら
み
に
満
ち
た
辞
は
楊
維
槙
の
と
ら
な
い
所
で
あ
っ
た
。
楊
維
槙
の
作
っ
た
『
介
山
操
』
の
末
尾
は
、

　
「
肝
嵯
乎
、
四
蛇
は
龍
に
従
い
て
甘
雨
を
為
し
、
一
蛇
は
焦
枯
し
て
恨
み
無
く
下
土
に
在
り
」

と
な
っ
て
お
り
、
「
恨
み
無
し
」
と
い
う
ご
と
き
あ
か
ら
さ
ま
な
語
句
を
用
い
ま
で
も
し
て
、
相
当
に
強
引
に
、
自
ら
の
よ
し
と
す
る
方

向
に
題
材
を
ね
じ
ま
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
『
残
形
操
』
は
、
「
琴
曲
十
二
操
」
の
一
で
あ
る
が
、
曲
辞
は
残
ら
な
い
。
『
楽
府
詩
集
』
所
引
の
『
琴
操
』
に
よ
れ
ば
、
『
残
形

操
』
は
曽
子
の
作
る
所
な
り
。
曽
子
一
の
狸
を
夢
み
る
。
其
の
首
を
見
ず
、
而
し
て
此
の
曲
を
作
る
也
」
と
い
う
い
わ
く
を
持
つ
。
『
残

形
操
』
に
曲
辞
を
復
活
さ
せ
た
の
は
韓
愈
で
あ
る
。
『
残
形
操
』
は
、
韓
愈
の
『
琴
操
十
首
』
に
お
い
て
も
楊
維
槙
の
『
琴
操
十
一
首
』

に
お
い
て
も
、
揮
尾
を
飾
る
重
要
な
曲
で
あ
る
。
ま
ず
、
韓
愈
の
『
残
形
操
』
を
引
く
。

　
「
獣
有
り
維
れ
狸
な
り
膏
我
は
夢
に
之
を
得
た
り
。
其
の
身
は
孔
だ
明
ら
か
な
り
骨
而
し
て
頭
は
知
ら
ず
。
吉
凶
は
何
と
為
さ
ん
や
骨

　
覚
め
て
坐
し
て
而
し
て
思
う
。
巫
成
は
天
に
上
る
骨
識
る
も
の
は
其
れ
誰
ぞ
」

　
首
無
し
の
狸
を
夢
で
見
た
こ
と
が
、
吉
な
の
か
、
凶
な
の
か
、
未
決
定
の
ま
ま
に
終
わ
る
。
こ
れ
が
楊
維
槙
に
は
不
満
で
あ
っ
た
。
続

い
て
、
楊
維
槙
の
『
残
形
操
』
を
序
も
含
め
て
引
く
。

楊
維
槙
『
琴
操
』
に
つ
い
て

一
九
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「
退
之
は
『
残
形
操
』
を
作
る
。
末
語
に
日
く
、
「
臣
成
は
天
に
上
る
、
識
る
者
は
其
れ
誰
ぞ
」
。
余
は
其
の
辞
を
以
て
尚
お
帰
宿
に
欠

　
く
と
す
。
拘
幽
、
将
帰
二
操
の
語
の
詠
む
可
き
に
如
か
ず
。
遂
に
為
に
之
を
補
い
て
日
く
、

　
　
我
は
獣
有
る
を
夢
み
る
に
号
其
の
獣
は
狸
と
日
う
。
狸
に
怪
有
り
骨
身
首
異
に
す
而
。
我
に
告
ぐ
る
に
凶
を
以
て
す
号
戒
め
よ
而
戒

　
め
よ
而
。
我
が
丘
に
は
首
有
り
骨
、
誓
う
ら
く
死
す
る
も
完
く
し
て
以
て
帰
ら
ん
」

　
吉
凶
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
ど
っ
ち
っ
か
ず
の
状
態
に
な
る
ぐ
ら
い
な
ら
ば
凶
を
告
げ
て
も
ら
っ
て
身
を
引
き
し
め
る
方
が
、
よ
ほ
ど

楊
維
槙
に
と
っ
て
は
よ
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
か
く
吉
凶
を
明
確
に
し
て
し
ま
っ
て
、
漢
然
た
る
不
安
を
駆
逐
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
残
形
操
』
は
、
わ
け
の
わ
か

ら
な
い
夢
の
奇
怪
な
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
将
来
へ
の
不
安
こ
そ
が
、
制
作
の
動
機
に
な
る
底
の
楽
府
題
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ

で
も
、
楊
維
槙
が
こ
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
は
、
彼
の
古
楽
府
及
び
琴
操
研
究
の
結
果
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
楊
維
槙
の
他
の
古
楽
府
と
比
べ
て
、
『
琴
操
』
は
概
し
て
、
詩
的
暖
味
性
、
多
義
性
を
犠
牲
に
し
て
、
主
張
を
明
確
に
し
、
結
論
を
急

ぐ
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
古
代
風
の
ま
っ
す
ぐ
の
志
を
詠
む
べ
き
『
琴
操
』
に
ふ
さ
わ
し
く
、
詩
的
修
辞
を
誇
る
こ
と
に

気
を
そ
ら
さ
れ
る
よ
り
も
、
率
直
に
主
張
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
だ
と
考
え
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
秋
胡
の
故
事
を
詠
ん
だ
『
桑
中
操
』

の
末
尾
「
婦
に
は
不
義
な
る
可
く
も
、
親
に
は
何
ぞ
不
仁
な
る
可
け
ん
や
」
、
百
里
桑
が
妻
と
再
会
し
た
故
事
を
詠
ん
だ
『
展
雇
操
』
の

末
尾
「
夫
は
義
を
旗
し
、
婦
は
仁
を
施
す
」
の
ご
と
き
は
、
道
学
臭
が
詩
の
雅
趣
を
損
う
こ
と
甚
し
い
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
楊
維
槙

に
と
っ
て
は
か
く
表
現
す
る
こ
と
こ
そ
「
琴
操
」
の
精
神
に
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
従
っ
て
、
自
然
描
写
な
ど
は
極
力
削
い
で
、
主
張
に
直
入
す
る
傾
向
が
、
楊
維
槙
の
『
琴
操
』
に
は
強
い
よ
う
で
あ
る
。
楊
維
槙
と
李

孝
光
が
唱
和
し
た
『
箕
山
操
』
で
、
両
者
の
詩
の
最
初
を
比
較
し
て
み
る
と
、
李
孝
光
は
「
箕
山
の
陽
は
号
其
の
木
蓼
蓼
、
箕
山
の
家
は

骨
白
雲
幽
幽
」
と
自
然
描
写
か
ら
入
る
の
に
、
楊
維
槙
は
「
箕
之
山
は
号
耕
し
て
而
し
て
樵
す
可
し
、
箕
之
水
は
号
飲
み
て
而
し
て
遊
ぶ

可
し
」
と
ぶ
っ
っ
け
に
本
題
に
入
っ
て
い
く
。
黄
潜
は
、
こ
れ
に
対
し
て
「
季
（
李
孝
光
）
の
辞
は
喫
緊
の
語
を
欠
く
」
と
評
す
。
す
な

わ
ち
、
逆
に
楊
維
槙
の
詩
の
方
が
「
喫
緊
」
で
あ
る
と
た
た
え
る
。
自
然
描
写
等
の
遊
び
の
部
分
が
な
い
ま
ま
、
本
題
に
入
る
性
急
さ
は
、

詩
的
審
美
観
に
も
と
る
よ
う
に
も
思
う
が
、
と
に
か
く
楊
維
槙
に
と
っ
て
こ
れ
が
琴
操
ら
し
い
琴
操
な
の
で
あ
る
。



　
『
石
婦
操
』
は
、
呉
復
編
と
章
碗
編
で
字
句
が
か
な
り
こ
と
な
る
。
呉
復
編
の
方
は
「
峨
峨
た
り
孤
竹
の
山
岡
、
上
に
石
の
魯
魯
た
る
有

り
」
と
い
う
自
然
描
写
か
ら
始
ま
る
が
、
章
碗
編
の
方
は
そ
れ
が
な
い
。
制
作
時
期
の
前
後
の
議
論
は
と
も
か
く
、
章
碗
編
の
『
石
婦
操
』

の
方
が
、
楊
維
槙
が
本
来
め
ざ
し
た
『
琴
操
』
の
あ
り
か
た
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
本
稿
で
筆
者
が
述
べ
た
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、

一
、
楊
維
槙
の
『
琴
操
』
に
は
、
呉
復
編
と
章
碗
編
の
二
種
が
あ
る
が
、
編
輯
時
期
が
後
で
あ
る
、
章
碗
編
の
も
の
の
方
が
、
実
は
、
本

　
来
の
『
琴
操
』
で
あ
っ
た
。

二
、
そ
の
『
琴
操
』
が
至
正
元
年
一
二
二
四
一
）
に
制
作
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
楊
維
槙
と
古
楽
府
復
興
運
動
に
取
り
組
ん
だ
李
孝
光
ら

　
に
よ
る
『
楽
府
詩
集
』
の
復
刻
が
あ
っ
た
。

三
、
楊
維
槙
の
『
琴
操
』
は
、
こ
の
『
楽
府
詩
集
』
を
研
究
し
っ
つ
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
真
の
『
琴
操
』
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か

　
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
、
過
去
の
作
晶
に
対
す
る
批
評
と
い
う
性
格
を
も
も
つ
。

四
、
楊
維
槙
が
『
琴
操
』
で
目
指
し
た
も
の
は
、
民
衆
の
語
り
口
を
借
り
て
、
隠
さ
れ
た
真
実
の
発
見
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

　
過
去
の
作
品
に
よ
る
誤
伝
を
正
し
、
本
来
の
真
実
を
復
活
さ
せ
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。

五
、
楊
維
槙
が
伝
え
た
か
っ
た
真
実
は
、
古
人
が
も
っ
て
い
た
ま
っ
す
ぐ
で
ま
じ
り
気
の
な
い
志
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、

う
ら
み
、
不
安
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
を
「
琴
操
」
か
ら
駆
逐
し
、
表
現
方
法
も
、
自
然
描
写
等
を
排
し
て
、
直
接
に
主
題
に
入
り
、

　
結
論
を
明
示
す
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
か
っ
た
。

　
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
の
巻
六
に
は
、
李
孝
光
の
作
る
所
の
「
鉄
仙
人
の
琴
書
真
楽
腐
に
題
す
」
が
附
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に

い
う
。

　
「
世
の
楽
を
挙
げ
て
琴
を
鼓
す
る
に
如
く
は
無
し
。
琴
は
以
て
人
の
邪
心
を
禁
じ
、
人
の
畦
淫
を
易
う
」

　
「
琴
操
」
は
、
も
ち
ろ
ん
琴
で
演
奏
さ
れ
る
楽
府
で
あ
り
、
楊
維
槙
は
自
ら
の
書
斎
に
「
琴
書
真
楽
窩
」
と
名
づ
け
る
ほ
ど
に
琴
を
愛

　
楊
維
槙
『
琴
操
』
に
つ
い
て
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し
た
・
そ
の
音
色
の
特
色
が
、
必
ず
や
楊
維
槙
の
『
琴
操
』
の
背
景
に
あ
る
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
そ
れ
を
論
ず
る
に
は
筆
者
の
力
は
足

り
な
い
・
「
琴
は
禁
也
」
と
古
来
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
人
の
心
を
鎮
め
る
力
を
琴
が
持
つ
こ
と
も
、
『
琴
操
』
の
背
景
と
し
て
重
要
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
・
ま
た
『
琴
操
』
と
他
の
古
楽
府
作
品
と
は
、
ど
こ
が
相
通
じ
、
ど
こ
が
相
違
う
の
か
も
十
分
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。


